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貨
幣
博
物
館
企
画
展 

「
フ
カ
ボ
リ
！  

金
銀
山
×
お
金

の
世
界 

―
絵
巻
で
よ
み
と
く

金
銀
山
の
い
と
な
み
―
」 

開
催
中
！

▼
昔
か
ら
誰
も
が
魅
力
を
感
じ
、
装

飾
や
お
金
に
用
い
て
き
た
金
と
銀
。

金
銀
の
お
金
は
、
そ
の
材
料
を
産
み

出
し
た
金
銀
山
の
開
発
の
歴
史
と
密

接
な
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で

は
、
一
六
世
紀
半
ば
以
降
各
地
で
盛

ん
に
行
わ
れ
た
金
銀
山
の
開
発
を
契

機
と
し
て
、
金
貨
や
銀
貨
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。

▼
本
企
画
展
で
は
、
一
六
～
一
九
世

紀
に
掘
ら
れ
て
い
た
金
銀
山
、
そ
し

て
金
銀
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
お
金

に
つ
い
て
、絵
巻
な
ど
の
絵
画
資
料
、

金
銀
の
採
掘
に
使
わ
れ
た
道
具
類
と

と
も
に
〝
フ
カ
ボ
リ
〟
し
ま
す
。
特

に
絵
巻
の
世
界
に
は
、
華
や
か
な
金

銀
の
裏
側
で
、
鉱
石
か
ら
金
銀
を
採

り
出
す
ま
で
の
当
時
の
苦
労
と
技
術

が
〝
ギ
ュ
ッ
〟
と
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

金
銀
山
の
い
と
な
み
を
通
し
て
、

お
金
と
そ
の
材
料
を
生
み
出
す
人
々

の
知
恵
と
努
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

【
入
館
料
】
無
料

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
た
だ
し
祝
休

日
は
開
館
）、
年
末
年
始
（
十
二

月
二
十
九
日
～
一
月
四
日
）、

二
〇
二
二
年
二
月
十
九
日

【
開
館
時
間
】
午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
三
十
分
（
入
館
は
午
後
四

時
ま
で
）

※
最
新
の
情
報
は
貨
幣
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
所
在
地
】
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

本
石
町
一
―
三
―
一

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

金
融
研
究
所
貨
幣
博

物
館

 

〇
三
―
三
二
七
七
―
三
〇
三
七

気
候
変
動
に
関
す
る
日
本
銀
行

の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て

▼
日
本
銀
行
は
、
こ
れ
ま
で
も
中
央

銀
行
の
立
場
か
ら
、
金
融
機
関
と
の

対
話
や
国
際
的
な
議
論
へ
の
参
画
を

通
じ
て
、
気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
組
織

体
制
面
で
は
、行
内
組
織
で
あ
る「
気

候
連
携
ハ
ブ
」を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

気
候
変
動
に
関
す
る
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
政
府
や
企
業
を
は
じ

め
、
内
外
の
関
係
者
に
よ
る
気
候
変

動
に
関
す
る
取
り
組
み
が
さ
ら
に
積

極
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
銀
行
と
し

て
も
、
物
価
の
安
定
と
金
融
シ
ス
テ

ム
の
安
定
と
い
う
日
本
銀
行
の
使
命

に
沿
っ
て
気
候
変
動
に
関
す
る
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
、
包
括
的
な
取

り
組
み
方
針
を
決
定
し
、
七
月
に
公

表
し
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
方
針
で
は
、（
１
）
金

融
政
策
、（
２
）金
融
シ
ス
テ
ム
、（
３
）

調
査
研
究
、（
４
）
国
際
金
融
、（
５
）

業
務
運
営
、
情
報
発
信
の
分
野
に
お

い
て
、
各
種
の
施
策
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新

た
に
設
置
し
た
専
用
ペ
ー
ジ
「
気
候

変
動
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
本
銀
行
は
、
今
後
も
、
気
候
変

動
に
関
す
る
情
勢
変
化
を
適
切
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、
各
種
の
施
策
に

つ
い
て
、
不
断
に
検

討
を
重
ね
、
対
応
し

て
い
く
方
針
で
す
。

「但
たんしゅう

州生
いく

野
の

銀
ぎんざんぎんどう

山銀銅鉛
なまり

稼
かせぎ

方
かた

図
ず

」

二
〇
二
二
年
三
月
六
日（
日
）ま
で

佐渡金銀山で鉱石の採掘に使われた道具類

佐渡金銀山が描かれた錦絵「諸国金山ノ図」
　＊錦絵・絵巻は期間中展示替えがあります。

取り組み方針について説明する黒田総裁�
� ( 撮影：野瀬勝一 )
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第
二
二
回
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催

▼
金
融
研
究
所
情
報
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）
は
、
金
融

業
界
が
情
報
化
社
会
に
お
い
て
直
面

す
る
新
た
な
課
題
に
適
切
に
対
処

し
て
い
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

二
〇
二
一
年
九
月
十
日
、「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
利
用
に
か
か
る
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。参
加
者
は
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

技
術
に
関
わ
る
金
融
機
関
関
係
者
や

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
事
業
者
な
ど
、
約

二
〇
〇
名
に
上
り
ま
し
た
。

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
上
で
提
供
さ
れ
る
金
融
サ
ー

ビ
ス
が
抱
え
う
る
リ
ス
ク
や
、
こ
う

し
た
リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
、
よ
り
高

い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
実
現
す
る
た
め

の
技
術
動
向
に
つ
い
て
、
講
演
と
パ

ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

▼
四
件
の
講
演
で
は
、
生
体
認
証
の

活
用
、
マ
ル
ウ
ェ
ア
対
策
、
カ
ー
ド

認
証
技
術
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の

搭
載
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
際
の
リ
ス
ク
管
理

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。パ
ネ
ル
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
四
名
の
外
部

有
識
者
に
よ
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
利

用
を
前
提
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
の
違

い
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
利
便

性
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
バ
ラ
ン
ス
、

サ
ー
ビ
ス
連
携
に
伴
う
リ
ス
ク
、
迅

速
か
つ
セ
キ
ュ
ア
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

▼
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
な
ど

は
、
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

第
二
回 

「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に

関
す
る
連
絡
協
議
会
」を
開
催

▼
日
本
銀
行
は
、
昨
年
十
月
に
「
中

央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）

に
関
す
る
取
り
組
み
方
針
」
を
公
表

し
た
あ
と
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
、

実
証
実
験
を
行
う
な
ど
、
よ
り
具
体

的
・
実
務
的
な
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

▼
そ
の
際
に
は
、
幅
広
い
関
係
者
と

協
力
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
今
後

の
検
討
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
認

識
に
基
づ
き
、
日
本
銀
行
は
、
民
間

事
業
者
や
関
係
当
局
を
参
加
者
と
す

る
「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
関

す
る
連
絡
協
議
会
」
を
本
年
三
月
に

設
置
し
ま
し
た
。

▼
十
月
十
五
日
に
、
二
回
目
の
連
絡

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
①
本
年
四
月
に
開
始
し
た
実
証

実
験
の
第
一
段
階
で
あ
る
「
概
念
実

証
フ
ェ
ー
ズ
１
」
の
進
捗
状
況
、
②

来
年
度
に
開
始
す
る
「
概
念
実
証

フ
ェ
ー
ズ
２
」
の
概
要
、
③
実
証
実

験
に
関
連
す
る
論
点
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
①
で
は
、
複
数
の
設
計
パ
タ
ー
ン

の
概
要
や
特
徴
点
、
実
機
検
証
・
机

上
検
証
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
②

で
は
、「
概
念
実
証
フ
ェ
ー
ズ
２
」

の
目
的
や
主
な
検
証
項
目
に
つ
い

て
、
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
③
で

は
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
と
他
の
決
済
手
段
と

の
関
係
や
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
エ
コ
シ
ス
テ
ム

内
の
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
、
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
で
は
、
現
時
点
で
Ｃ
Ｂ

Ｄ
Ｃ
を
発
行
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
決
済
シ
ス
テ
ム
全
体
の
安
定

性
と
効
率
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化

に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
く
方
針
で

す
。
連
絡
協
議
会
の
説
明
資
料
や
議

事
概
要
を
含
め
、
関
連
資
料
に
つ
い

て
は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

金
融
経
済
教
育
推
進
会
議
が 

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
を
開
講

▼
金
融
経
済
教
育
推
進
会
議（
事
務

局
：
金
融
広
報
中
央
委
員
会
）（
注
１
）は
、

二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
五
日
に
、

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
「
マ
ネ
ビ
タ

（
注�

１
）
わ
が
国
の
金
融
経
済
教
育
に
関

す
る
諸
課
題
へ
の
取
組
み
を
審
議
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
一
三

年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
会
議
。
同
会

議
の
事
務
局
を
務
め
る
金
融
広
報
中

央
委
員
会
の
事
務
局
は
日
本
銀
行
情

報
サ
ー
ビ
ス
局
内
に
設
置
。
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■今号の対談相手は、無名のテスト生からプロ野球・阪神の
不動の四番打者にまで上り詰めた掛布氏です。もっとも、彼
はご自身の努力について「やらなければならない準備を当た
り前にしている、それだけ」と言い切ります。インタビュー
相手の小巻氏も、サンリオ関連会社に 40 代で復職し、赤字
続きだったテーマパーク・ピューロランドを社長として黒字
化させたにもかかわらず、「私がやったのは『みんなで話し
てみましょう』という、ただそれだけ」と断言しています。
■お二方とも自分のすごさを言い募らない点で共通してい
ます。そう言えばお二人ともインタビュー中、笑顔を絶やし
ませんでした。謙虚で明るいことは一流になるための必要条
件のように思えました。
■本年 11 月の新五百円貨の発行に続いて、2024 年度上期
をめどとして新紙幣の発行が予定されています。こうした改
鋳・改札を巡る日本銀行発券局の奮闘を今号の FOCUS　
BOJ では紹介しました。身近な貨幣、紙幣についての未知
のストーリーをご堪能いただけましたでしょうか。 （渡邉）

～
人
生
を
豊
か
に

す
る
お
金
の
知
恵

～
」
を
開
講
し
ま

し
た
（
二
〇
二
二

年
三
月
末
ま
で
受

講
を
受
付
中
）。

▼
金
融
経
済
教
育

に
関
わ
る
官
庁
や

団
体
が
連
携
し
て

制
作
し
た
と
い
う

点
で
初
の
動
画
教

材
で
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る

基
礎
的
な
内
容
を
網
羅
し
て
い
ま
す

（
注
２
）。
各
官
庁
・
団
体
の
専
門
家

が
講
師
を
務
め
ま
す
。
一
回
の
講
義

は
一
〇
～
一
五
分
程
度
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
の
視
聴
も
想
定
し
た
画

面
構
成
で
す
。

▼
「
マ
ネ
ビ
タ
」
と
は
、「
マ
ネ
ー
」

と
「
ビ
タ
ミ
ン
」
を
組
み
合
わ
せ
た

造
語
で
す
。「
身
体
に
不
可
欠
な
ビ
タ

ミ
ン
を
食
物
か
ら
取
り
込
む
よ
う
に
、

人
生
に
不
可
欠
な
お
金
の
知
恵
を
こ

の
講
座
か
ら
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

 

▼
「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」
に
お
け

る
夢
や
目
標
の
実
現
の
た
め
に
、ぜ
ひ
、

本
講
座
を
受
講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

本
講
座
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
らgacco

（
注

３
）
の
本
講
座
の
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケートよりお寄
せください。
日本銀行のホームページからもご回答いただけます。

（
注�

２
）
講
座
の
分
野
と
担
当
官
庁
・
団
体

　

�

・�

金
融
と
経
済
を
学
ぶ
：
金
融
庁
、
金

融
広
報
中
央
委
員
会

　

�

・�

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
描
く
：
日
本
Ｆ
Ｐ

協
会

　

�

・
お
金
を
借
り
る
：
全
国
銀
行
協
会

　

�

・�

お
金
を
増
や
す
：
日
本
証
券
業
協
会
、

東
京
証
券
取
引
所
、
投
資
信
託
協
会

　

�

・�

リ
ス
ク
に
備
え
る
：
生
命
保
険
文
化

セ
ン
タ
ー
、
日
本
損
害
保
険
協
会

　

�

・
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
：
消
費
者
庁

（
注�

３
）
株
式
会
社
ド
コ
モgacco

が
運

営
す
る
、
無
料
で
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座

を
受
講
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
。

ｅラーニング講座のロゴ


